
群馬県立女子大学 教育研究業績一覧（令和４年度分） 

 

国 文 学 科 

【著 書】 

安保博史：共著 『茶譜巻十三注釈』大東文化大学東洋研究所 令和 5 年 2 月 

 

【論 文】 

板野みずえ：単著 「寄物題における景」『群馬県立女子大学国文学研究』第 43 号 2023

年 3 月 

市川祥子：単著 「『外科室』論－外科手術の実際から」『群馬県立女子大学国文学研

究』第43号 令和５年３月 単著 「『天守物語』初演と芸術祭」『群馬県立女子大学

紀要』第44号 令和５年２月  

井上一之：単著 「頼山陽の陶詩選集について」 群馬県立女子大学国文学科『国文学研 

究』43 号 令和 5 年 3 月 単著 「『陶淵明集』所収「五孝伝」について―『孝経』と 

の関係を中心に」 早稲田大学『中国文学研究』第四十八期 令和 5 年 3 月 単著  

「今の是にして昨の非なるを覚る―― 陶淵明「帰去来」の論理」 『中国詩文論叢』 

第四十一集 令和 4 年 12 月 

富岡宏太：単著 「中古和文における無助詞感動喚体句」『群馬県立女子大学国文学研

究』第 43 号 令和５年３月 

 

【訳書・教科書・書評等】 

板野みずえ：高野ムツオ・西澤美仁・花部英雄編『教科書に出てくる歌人・俳人事典』（丸

善出版、2022 年）「寂蓮」の項を執筆  

市川祥子：書評 「眞有澄香著『伝統としての〈ことば〉 鏡花とみすゞ』」『泉鏡花研究

会会報』第 38 集 泉鏡花研究会 令和 4 年 12 月 

井上一之：共訳 「『菁莪堂集』全訳注稿（１）」 『群馬県立女子大学紀要』第 44 号 令

和 5 年 2 月 分担執筆 日本中国語学会編『中国語学辞典』 岩波書店 令和 4 年 10

月 

 

【学会・シンポジウム・講演等の発表】 

安保博史：令和 5 年 3 月 「『南総里見八犬伝』の「七夕」の作劇術」イタリア国立ナポリ

東洋大学主催国際シンポジウム（於イタリアナポリ東洋大学、オンライン招聘参加） 令

和 5 年 2 月 「俳諧一枚摺と狂歌一枚摺」パリ国際大学都市日本館主催国際シンポジウ



ム（於パリ国際大学都市日本館、オンライン招聘参加） 令和 5 年 2 月 「『蠧集』と白

居易諷喩詩」パリ国際大学都市日本館主催国際シンポジウム（於パリ国際大学都市日本館、

オンライン招聘参加） 令和 4 年 12 月 「蕪村点評語『しほからし』再考」俳文学会東

京研究例会（於江東区芭蕉記念館） 令和 4 年 11 月 「日本韻文学の言葉と絵の調和」

翻訳論出典論研究会令和 4 年 11 月度例会（於大東文化大学［オンライン］） 令和 5 年

3 月 玉村町自治まちづくり広場講演会「まちづくりの楽しみ―人生 100 年時代に向け

て―」 令和 5 年 3 月 令和 4 年度玉村町歴史資料館歴史講座第 2 回「養蚕と俳諧―ま

ちづくりの原点―」 令和 4 年 10 月 伊達市郷土史研究会・NPO 法人境いきいきアイ

交流会講演会 「蚕種養蚕業と近世俳諧―養蚕技術ネットワークと風雅信用―」 令和 4

年 7 月 令和 4 年度群馬県立女子大学国語国文学会講演会 「養蚕と俳諧―『追善小島

菊』に注目して―」 令和 4 年 6 月 第 33 回黒羽芭蕉の里全国俳句大会講演 「『おく

のほそ道』と東下り」 令和 4 年 6 月 令和 4 年度財団法人さかい・ふるさと創生基金

主催地域活性化講演会 「境まちづくりの原点―「つながり」が地域を拓いた歴史に学ぶ

―」  令和 5 年 3 月 「『南総里見八犬伝』の「七夕」の作劇術」出席 イタリア国立

ナポリ東洋大学主催国際シンポジウム（於イタリア国立ナポリ東洋大学・招聘参加［オン

ライン発表］） 令和 5 年 2 月 「狂歌一枚摺と俳諧一枚摺」出席 パリ国際大学都市日

本館主催国際シンポジウム（於パリ国際大学都市日本館・招聘参加［オンライン発表］） 

令和 5 年 2 月 「『蠧集』と白居易諷喩詩」出席 パリ国際大学都市日本館主催国際シン

ポジウム（於パリ国際大学都市日本館・招聘参加［オンライン講演］） 

新井小枝子：令和 5 年 3 月 11 日 シンポジウム「東北大学方言研究センター「日本方言デ 

ータベース（DDJ）」の構築と公開」パネリスト 発表のタイトル「語彙データベースへ 

の招待－養蚕ことばの方言分布とその解釈－」 

市川祥子：令和４年７月 「『天守物語』初演と芸術祭」群馬県立女子大学国語国文学会

大会 

國澤里美：2022 年 5 月 「外国人介護士の語りにみられる介護施設内コミュニケーションの 

困難点」（共同）日本語教育学会 2022 年度春季大会（オンライン） 2022 年 5 月 「外 

国人介護職員の日本語理解についての評価とその要因－日本人職員へのアンケート調査 

の結果から－」（共同）日本語教育学会 2022 年度春季大会（オンライン） 

富岡宏太：令和４年 12 月３日 シンポジウム「古典文学の伝えかた――「現代語訳」の方

法を考える」パネリスト 報告題目「ことばをくらべて考えるための「現代語訳」」令和

4 年度冬季全国大学国語国文学会大会 第 126 回大会 於京都女子大学 

宮内洋：令和 4 年 12 月 4 日 シンポジウム「外国人保育者の当事者性と保育実践」，日本

乳幼児教育学会第 32 回大会（WEB 開催） 令和 5 年 3 月 2 日 講演「『発達障害者』

に対する支援について」，「発達障害相談支援サポーター」フォローアップ研修（群馬会館） 

令和 4 年 12 月から 配信講演「組織マネジメント研修」，群馬県福祉人材センター令和

４年度「福祉マネジメント力を高める研修」（オンデマンド配信）   



 

英 米 文 化 学 科 

【著 書】 

笠井俊和：共著 「歴史の扉 大西洋船乗りの世界」遠藤泰生・小田悠生編『はじめて学ぶ

アメリカの歴史と文化』ミネルヴァ書房 令和 5 年 1 月 

 

【論 文】 

飯村英樹：単著 「提示モードの違いが口頭再生に与える影響」九州英語教育学会. 『九州

英語教育紀要』第 50 号, 1-10. 令和 4 年 7 月 

木下耕介：単著 「混淆性の詩学に向けて―物語映画における SNS 画面のリメディエイシ

ョンを例に」『演劇学論叢』（大阪大学大学院人文学研究科演劇学研究室） 令和 5 年 3

月 

小林徹：単著 「アディソン、ついで、ジョンソン―「ミルトン伝」(1781)のなかの詩人―」 

 『群馬県立女子大学紀要』 第44号（群馬県立女子大学、令和5年2月）： 9-28 

島田協子：単著 「E.M. フォースター『ハワーズ・エンド』における電信の諸相」『群馬

県立女子大学紀要』第44号（令和５年２月）pp. 29-45 

ロドニー・ビドル：Slicing the Mango: Ideas and Activities for an Understanding of the 

House on Mango Street, (2023). Independently Published, ISBN-13: 979-8374569797 

 

【訳書・教科書・書評等】 

笠井俊和：令和 4 年 4 月～ 『西洋史学』（日本西洋史学会）編集幹事・編集委員 

小林隆：令和 4 年 4 月～ 日本認知言語学会 論文集・予稿集編集委員会委員 

小林徹：令和 3 年 4 月～現在 名古屋大学英文学会『ＩＶＹ』編集委員 

 

【学会・シンポジウム・講演等の発表】 

飯村英樹：令和 4 年 12 月 「再現と目的とする活動の比較：復唱，書き取り，暗唱，書写

の難易度」第 50 回九州英語教育学会佐賀研究大会・佐賀大学 令和 4 年 11 月 Developing 

of oral reading performance measure: A rubric-based, binary choice, boundary-definition 

(RBB) scale. （共同研究）日本言語テスト学会第 25 回全国研究大会（オンライン）    

令和 4 年 8 月 「音読評価のための RBB 尺度：ルーブリックをもとにした二値選択・境

界定義尺度の提案」全国英語教育学会第 47 回北海道研究大会（オンライン） 

笠井俊和：令和 4 年 6 月 アメリカ学会第 56 回年次大会 分科会「初期アメリカ」企画・

司会 

木下耕介：令和 3 年 3 月 3-5 日 「多視点のナラティヴ ──『羅生門』（1950）から『告白』

（2010）へ」「多様な観点からの日本映画 ―国際オンラインシンポジウム」（主催：名古



屋 大学人文学研究科映像学分野・専門、ウォリック大学映画テレビ研究学科） 令和 4

年 10 月 1、2 日 日本演劇学会研究集会（於：日本大学芸術学部江古田キャンパス）企

画運営委員会として参加 令和 4 年 6 月 3～5 日 日本演劇学会全国大会（於：多摩美術

大学）企画運営委員会として参加 

小林隆：令和４年 11 月 群馬県立女子大学英米文化学会 2022 年度年次大会 講演者 「『I 

don’t know＋節』の意味機能について―認知語用論的アプローチ―」 令和４年９月 「I 

don’t know の談話的用法に関する認知的考察」 日本認知言語学会第２３回全国大会 

松﨑慎也：令和 4 年 10 月「Animism Has Always Mattered—Even among English Romantics」 

ドイツ・イギリス・ロマン派学会第 19 回国際会議 

 

【その他】 

笠井俊和：令和 4 年 10 月 4 日 『読売新聞』夕刊 世界史アップデート「カリブの海賊の

実態」コメント掲載  

 

美 学 美 術 史 学 科 

【著 書】 

青田麻未：分担執筆 『アイドル・スタディーズ――研究のための視点、問い、方法』（担

当範囲：第 6 章 アイドル楽曲の鑑賞と日常美学――自己啓発という観点から――）明石

書店 令和 4 年 10 月 

三宅秀和：共著 群馬県立女子大学群馬学センター編『関東に「北」はあるのか：第 40 回

群馬学連続シンポジウム記録 地域学ブックレット 群馬の歴史と文化遺産 Vol.10』群

馬県立女子大学群馬学センター、令和５年３月（担当個所：「江戸人の描いた「関東」」17

～31 頁、松浦利隆・三宅秀和・簗瀬大輔「パネルディスカッション 『北関東』成立の

画期を問う ―想像し創造ざれる地域像―」46～57 頁） 

 

【論 文】 

青田麻未：単著 “The Artistic Value of Community-Engaged Art: From the Perspective of 

Environmental Aesthetics”  Aesthetics 27  forthcoming.  単著 「図鑑と足元のあいだ

で――環境批評家として牧野富太郎をみる」 『ユリイカ 2023 年 4 月号 特集＝牧野富

太郎の世界――草と花と人々と――』 近日刊行 共著 “Quantifying the Aesthetic for 

Streetscapes: Application of Deep Learning to Ashihara’s Aesthetic Townscape” 

PHICHOLOGIA  令和 4 年 12 月 

塩澤寛樹：単著 「三重・名張市内伝来の安本亀八制作の肖像彫刻について」 令和 5 年 2 

月 『群馬県立女子大学紀要』44 号 単著 「運慶の風景」連載 令和 4 年 7 月～ＮＨ 

Ｋ 出版「本がひらく」（インターネットプラットホーム「note」） 共著 「熊本市・ 



本蔵院における安本亀八の事績について」 令和 5 年 2 月 『群馬県立女子大学紀要』 

44 号 

三宅秀和：共著 三宅秀和・出光佐千子・江口恒明・太田（佐藤）香里・大月千冬・尾本師

子・鎌田純子・喜多央子・武田庸二郎・福田道宏・藤元裕二・山本ゆかり「「添状控」（狩

野養信雅信鑑定控）の紹介と翻刻」『群馬県立女子大学研究紀要』44 号 令和５年２月 

 

【訳書・教科書・書評等】 

青田麻未：令和 4 年 10 月～現在 『Contemporary and Applied Philosophy』編集委員 令

和 4 年 10 月～現在 ASLE-Japan/文学・環境学会発足三十周年記念論集 編集委員 雑

誌『美学』（美学会発行）査読担当 

塩澤寛樹：『芸術学』（三田芸術学会）26 号の査読委員 

武藤大祐：単著 「芸術化された舞踊としての「日本舞踊」――新舞踊運動をめぐる考察」  

『群馬県立女子大学紀要』第 44 号 令和５年３月 

 

【学会・シンポジウム・講演等の発表】 

青田麻未：令和 4 年 10 月 緑と水の市民カレッジ：フレデリック・ロー・オルムステッド

生誕 200 周年記念連続講座 「公園の時間――都市の自然と感性」 令和 4 年 5 月 応

用哲学会第 14 回年次研究大会ワークショップ「どうして女性が「女性」問題を被るのか：

哲学におけるセーファー・プレイスの形成を目指して」共催 座談会「環境美学・日常美

学からとらえる建築（語り＝青田麻未・松井健太、聞き手＝宮部浩幸・倉方俊輔・岩佐明

彦、文＝平田美郷」『建築雑誌 2023 年 1 月号』 令和 5 年 1 月 評論「暮らすように旅を

する 視覚型から接触型の観光へ」『中央公論 2022 年 11 月号』令和 4 年 10 月  

奥西麻由子：令和 4 年 8 月 「公園×アート アートが持つ新たな視点」一般財団法人公 

 園財団 2022 年「賛助会員セミナー」講師 一般財団法人公園財団本部 

三宅秀和：令和４年８月 「源氏絵調査班の活動報告と今後の展望」（第 9 回源氏絵データ

ベース研究会キックオフシンポジウム「源氏文化ポータルの構築と源氏絵の俯瞰的・創発

的研究」）  

高橋綾：令和４年 9 月 環境芸術学会 第 23 回秋田大会 口頭発表・作品発表・パネル発

表 令和５年３月 令和４年度屋外広告物講習会 講師「広告物等の表示の方法に関す

る事項」（群馬県） 令和４年６月 環境芸術学会企画「研究部会展」企画サポート（オ

リエアート・ギャラリー／東京都 外苑前） 

塩澤寛樹：令和 4 年 12 月 群馬学センターシンポジウム「鎌倉武士のアーバニズム」基調

講演及びパネルディスカッション講師 

武藤大祐：令和５年２月 Whenever Wherever Festival 2023 「盆踊りアラウンドネス」（ス

ピーカー。東京、SHIBAURA HOUSE） 令和４年 11 月 舞踊学会第７４回大会 「ア

ーティストによる民俗芸能の媒介－コロナ禍における朽木古屋六斎念仏踊り－」（聖心



女子大学） 令和４年６月 舞踊学会第２５回定例研究会 「性的な舞踊としてのスト

リップの変容――「黄金時代」と 1985 年以後」（オンライン） 

山崎真一：環境芸術学会 第 23 回大会 秋田県 秋田市文化創造館 口頭発表 令和 4 年

10 月  

 

【その他】 

高橋綾：個展 令和４年９月 ryo takahashi Exhibition『帰ってきた高橋綾のあそぶデザイ

ン-in さくら幼稚園』埼玉県熊谷市さくら幼稚園 グループ展 令和５年３～５月 「つ

みき×パズル展」島根県浜田市世界こども美術館 令和４年 12 月 「アート展と光の庭」

（玉村町 重田家住宅） 

山崎真一：グループ展  UNMANNED 無人駅の芸術祭／大井川 2023「表参道 - 願いを

つなぐ- 」日切駅から日限地蔵尊エリア・「渡る願い」川越しエリア 川会所 の一部再

展示（静岡） 令和 5 年 2 月 大地の芸術祭 越後妻里 2022  高倉写楽 -還るところ- 

高倉集落（新潟） 令和 4 年 7 月 

 

総 合 教 養 学 科 

【著 書】 

鈴木親彦：共著 『デジタル時代のアーカイブ系譜学』みすず書房 令和 4 年 12 月 

尹鉁喜：共著 「韓国在住脱北者からみる多文化共生社会の可能性――脱北者政策における

多文化主義の観点に注目して」北海道教育大学函館校国際地域研究編集委員会編『国際地

域研究Ⅴ』大学教育出版，pp.40-54，令和 5 年（近刊） 

 

【論 文】 

一階千絵：単著 「女子の体育教材としての格闘技をめぐる言説についての考察―1920 年

代の体育書の記述に着目して―」『群馬県立女子大学紀要』第 44 号 令和 5 年 2 月 

井村まなみ：« Traduction japonaise de l’ennui verlainien dans trois Ariettes (Rimbaud et 

Verlaine, « un devoir à chercher ». À la mémoire de Yann Frémy, Garnier, 2023 年 7 月出

版予定)  « Femmes et « portrait » dans Madame Bovary et L'Éducation sentimentale »

（Mélanges Steve Murphy, Garnier, 2023 年出版予定） 

黒田覚：単著  Linear algebra in bounded arithmetic. Publication of RIMS, 2228. pp.78-87. 

(2022) 単 著  Takeuti-Yasumoto Forcing Revisited, Computability Theory and 

Foundations of Mathematics, Proceedings of the 9th International Conference on 

Computability Theory and Foundations of Mathematics, Wuhan China, World Scientific, 

pp. 123-155 (2022).  



鈴木親彦：単著 「人文学研究者によるオープンデータ研究活用・公開の一考察―「顔貌

コレクション」「edomi」の構築実践を踏まえて―」『大学図書館研究』 令和 5 年 3 月

発 行 予 定  共 著  (Chikahiko Suzuki, Asanobu Kitamoto)  “Geographic analysis of 

published guidebooks and personal diaries on the diversity of city image in the Edo period” . 

Digital Humanities 2022. pp.578-579 令和 4 年 7 月 

 

【訳書・教科書・書評等】 

一階千絵：平成 30 年４月～令和 7 年３月（予定） 『北関東体育学研究』（北関東体育学

会）編集委員  

鈴木親彦：共訳 『オックスフォード出版の事典』丸善出版 令和 5 年 1 月 

細川雄一郎：単著 「大西琢朗『論理学』（昭和堂、2021 年）書評 哲学における「論理学」

のアップ・デートに向けて」 『フィルカル / Vol. 7, No. 1』 令和 4 年 4 月 

山崎隆広：アンガス・フィリップス、マイケル・バスカー編著『オックスフォード 出版の

事典』丸善出版、2023 年 2 月.［植村八潮、柴野京子との共同監訳］ 2015 年度―2023

（令和 5）年 3 月現在 日本出版学会学会誌『出版研究』編集委員 

尹鉁喜：「郭麗娟著『ポスト青年期を生きる高学歴独身女性たち』」『家族社会学研究』34(2)，

pp.140-141，令和 4 年 10 月 

 

【学会・シンポジウム・講演等の発表】 

一階千絵：令和 4 年 8 月 日本体育・スポーツ・健康学会第 72 回大会（於：順天堂大学） 

本部企画シンポジウム 1「『総合知を支える学会』を目指して」 コーディネーター 

歸山亜紀： 2022 年 11 月 「with コロナ時代の日米価値観調査の分析(2)：将来の見通し

は現在の幸福に影響を与えるか」，第 95 回日本社会学会大会．（単独） 

黒田覚：2023 年 1 月 「Linear algebara in bounded arithmetic 」第 8 回 山陰 基礎論と数

学およびその周辺の研究集会，米子コンベンションセンター  2022 年 12 月 「Linear 

algebara in bounded arithmetic II」証明論研究会 2022，秋保温泉 

鈴木親彦：令和 5 年 3 月 「顔貌コレクションを利用した人文学研究－「遊行上人縁起絵

巻」清浄光寺甲本を軸に」 第 87 回 HMC オープンセミナー 「顔」は何を語るのか：顔

貌コレクションの活用と展望 令和 4 年 12 月  “Image collections across digital archives 

using the IIIF Curation Platform”  The Digital Turn in Early Modern Japanese Studies 

令和 4 年 8 月 「歴史ビッグデータでつながる世界の DH Time Machine Europe から

edomi へ」 第 130 回人文科学とコンピュータ研究会発表会 令和 4 年 8 月 「『マイク

ロコンテンツ』概念の人文学資料への応用と現実社会への接続」 第 20 回国際出版研

究フォーラム 令和 4 年 6 月 「「顔コレ」と「edomi」 － 人文学資料マイクロコンテ

ンツ化による歴史学・美術史学資料の活用」 第 103 回 国際 ARC セミナー 

細川雄一郎：令和 4 年 12 月 「ハイブリッド多領域様相論理による論理学的形式化――



ハイブリッド論理版 Weak Until としての ''Unless''」 日本科学哲学会第 55 回大会 

ワークショップ「論理とリーズニングにおける「不一致」」 令和 5 年 3 月 25 日（土）

予定 「ハイデガー×岡本賢吾×フロリディ――遷移構造論と抽象の階層論（変数論）の

観点から（仮）」 岡本賢吾退官記念シンポジウム 講演  令和 3 年 6 月～現在 The 

Uses of Argument (Stephen E. Toulmin, 1958) 読書会主催（隔週火曜開催） 

尹鉁喜：令和 4 年 7 月 シンポジウム「国際地域研究の可能性――重なりあう世界 わた

しは何をする？」，講演「韓国における脱北者支援と多文化政策」講師，北海道教育大学

函館校国際地域研究第 5 回シンポジウム 

 

国際コミュニケーション学部 

【著 書】 

神谷信廣：単著 「第二言語習得研究のメタ分析から見えてくる英語授業: テクノロジー

の利用は英語学習に効果的か」『英語教育 9 月号』大衆館書店 令和 4 年 8 月 単著 

「第二言語習得研究のメタ分析から見えてくる英語授業: 生徒のライティングの間違

いは直す意味があるのか」『英語教育 8 月号』大衆館書店 令和 4 年 7 月 単著 「第

二言語習得研究のメタ分析から見えてくる英語授業: 生徒の口頭の間違いはどのよう

に直したらよいのか」『英語教育 7 月号』大衆館書店 令和 4 年 6 月 単著 「第二言

語習得研究のメタ分析から見えてくる英語授業: 多読は英語学習に効果的なのか」『英

語教育 6 月号』大衆館書店 令和 4 年 5 月 単著 「第二言語習得研究のメタ分析から

見えてくる英語授業: 語彙習得に効果的な教授法・学習法は何か」『英語教育 5 月号』大

衆館書店 令和 4 年 4 月 単著 「スピーキングの学習」『英語学習の科学』 In 中田

達也 & 鈴木祐一 (Eds.) 研究社 令和 4 年 4 月 単著 「第二言語習得研究のメタ分

析から見えてくる英語授業: メタ分析とは何か?」『英語教育 4 月号』大衆館書店 令和

4 年 3 月 

M.R.フラヤーミュース：単著 Freiermuth, M. (2022). Academic presentations: A step-by-

step guide. Palgrave-Macmillan/ Springer Nature: Cham, Switzerland. 

 

【論 文】 

于 蘭鳳：単著 「小売企業のプライベートブランド商品の海外生産・海外調達に関する考 

察」『日本物流学会誌』第 30 号 (2022 年), pp179-185. 

梅田真理：共著 「L2 acquisition of the English count-mass distinction by Japanese and 

Spanish speakers『言語科学会 第 22 回国際年次大会ハンドブック pp. 83–86』令和 3 年

6 月 共著 「The blocking effect in the acquisition of Chinese reflexives by L1-Japanese 

learners.」『言語科学会 第 23 回国際年次大会ハンドブック pp. 108–110』令和 4 年 9 月 



小笠原奈保美：単著 「効果的な避難呼びかけに関する考察」『日本音響学会 2023 年春季

研究発表会講演論文集』掲載予定 

神谷信廣：単著 「The limited effects of visual and audio modalities on second language 

listening comprehension」『Language Teaching Research』 令和 4 年 

N.スネイプ： Snape, N. (2022). Suppliance of functional morphology by L1 Chinese 

L2 English speakers: The Prosodic Transfer Hypothesis and pedagogical 

implications. In Chan, M., Benati, A. (eds). Challenges encountered by Chinese 

ESL learners in L2 acquisition: Problems and Solutions from complementary 

perspectives, (pp. 285-304), New York: Springer.  Snape, N. and N. Aragaki (2023). 

Brazilian Portuguese heritage speaker competence: Inflected infinitives and role of 

language input. University of Tokyo Bulletin, 29, 29-41. 

野口和彦：単著 「出現する二極システムと日米の対中戦略」『戦略研究』第 31 号 令和 4

年 10 月 

日詰慎一郎：単著 「成果主義導入による施策間関連性の認知の変化－包装材メーカーA 社

における「PM 運用認知モデル」に基づく検証－」日本労務学会誌 23 巻 1 号：62-75 2022

年 6 月 

M.R.フラヤーミュース：共著 Freiermuth, M., Karsten Tsunoda, A., Oliveira, D.,  

Muramoto, E. Nagatani, L., & Nakajima, Y. (2022). Examining the imparity of immigrant 

children enrolled in special education classes in Japan: Roots and recommendations. School 

Psychology International. 1-29. DOI: 10.1177/01430343221135179. 単著 Freiermuth, M. 

(2022). “Can you make the turn at Bravo?” An airport simulation in an English for 

travel and tourism classroom. Proceedings of the 25th International Joint World 

Cultural Tourism Conference, (pp. 1-9). Gwangju, Korea: The Korean Academic 

Society of Culture and Tourism. 共著 Freiermuth, M., & Tomida, I. (2022). Culture, 

confidence and connections: Telecollaboration as a springboard for successful JFL learning. In J. 

Colpaert, Y. Wang & G. Stockwell (Eds.) Proceedings of the XXIst CALL International Research 

Conference, (pp. 99-106). London: Castledown Publishers. 共著 Freiermuth, M., & Ito, M. 

(2022). Battling With books: The gamification of an EFL extensive reading class. Simulation and 

Gaming, 53 (1), 22-55. DOI: 10.1177/10468781211061858. 

 

【訳書・教科書・書評等】 

梅田真理：単著 「素性再構築仮説 (Feature Reassembly Hypothesis)」遊佐典昭・小泉政

利・野村忠央・増冨和浩 編『言語理論・言語獲得理論から見たキータームと名著解題』

（仮題）開拓社（2023 年 2月刊行予定） 単著 「Lardiere, D. (2007). Ultimate Attainment 

in Second Language Acquisition: A Case Study」遊佐典昭・小泉政利・野村忠央・増冨和

浩 編『言語理論・言語獲得理論から見たキータームと名著解題』（仮題）開拓社（2023



年 2 月刊行予定） 平成 29 年 10 月～現在『Second Language』共同編集委員長 

神谷信廣：平成 30 年 6 月より、三省堂 高等学校英語教科書「VISTA シリーズ」編集委員 

平成 29 年 3 月～ 『TESOL Journal』編集委員 

N. ス ネ イ プ ： Journal of Linguistics （ ジ ャ ー ナ ル ）  International Review of Applied 

Linguistics(ジャーナル) 

日詰慎一郎：辞書 経営戦略学会編「経営戦略辞典（仮名称）」所収「戦略的人材マネジメ

ント」「戦略報酬」担当 同文館出版 （2023 年近日発行予定）連載 単著 「自律的人材

育成のためのキャリア・デザインのすすめ⑭」自治実務セミナー 2023 年 03 月号： ●

―●（2023 年 2 月掲載予定） 単著 「自律的人材育成のためのキャリア・デザイン

のすすめ⑬ 部下（後輩）のキャリア形成支援をするための面接方法」自治実務セミナ

ー 2023 年 02 月号： 68―69 単著 「自律的人材育成のためのキャリア・デザインの

すすめ⑫ 上司としてどのように助言するか キャリア・デザイン のケース」自治実務

セミナー 2023 年 01 月号： 68―69 単著 「自律的人材育成のためのキャリア・デザ

インのすすめ⑪【Final Step】キャリア・デザイン 自分のキャリアを デザインする」

自治実務セミナー 2022 年 12 月号：68―69 単著 「自律的人材育成のためのキャリ

ア・デザインのすすめ⑩【Step－5】職場のモデルの確認 職場の先輩から自分の キャ

リアを考える」自治実務セミナー 2022 年 10 月号：68―69 単著 「自律的人材育成

のためのキャリア・デザインのすすめ⑨【Step－4】組織ニーズを把握するⅡ「組織・部

署目標」 の活用」自治実務セミナー 2022 年 09 月号：68―69 単著 「自律的人材育

成のためのキャリア・デザインのすすめ⑧【Step－3】組織ニーズを把握するⅠ 「能力

評価基準」の活用」自治実務セミナー 2022 年 07 月号：67―68 単著 「自律的人材

育成のためのキャリア・デザインのすすめ⑦【Step－2】現在の自分を知るⅡ 自分と

部下のための支援検査の活用方法」自治実務セミナー 2022 年 06 月号：68―69 単著

「自律的人材育成のためのキャリア・デザインのすすめ⑥【Step－2】現在の自分を知

るⅠ キャリア支援検査から職務興味と志向性を知る」自治実務セミナー 2022 年 05

月号：78―79 

M.R.フラヤーミュース：2023 – Present Article Reviewer for Journal of Education [Journal  

of Education 誌応募論文評価委員] 2023 – Present Article Reviewer for Globalisation, 

Societies and Education [Globalisation, Societies and Education 誌応募論文評価委員] 

2023 – Present Article Reviewer for Educational Technology & Society [Educational 

Technology & Society 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for Journal 

of Multilingual and Multicultural Development [Journal of Multilingual and Multicultural 

Development 誌応募論文評価委員] 2022 – Present  Article Reviewer for TESOL 

Journal [TESOL Journal 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for 

International Review of Applied Linguistics in Language [International Review of Applied 

Linguistics in Language 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for 



Studies in Second Language Learning and Teaching [Studies in Second Language Learning 

and Teaching 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for Reading 

Psychology [Reading Psychology 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer 

for Studies in Second Language Acquisition [Studies in Second Language Acquisition 誌応

募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for Cogent [Cogent 誌応募論文評価

委員] 2022 – Present  Article Reviewer for Pedagogies: An International Journal 

[Pedagogies: An International Journal 誌応募論文評価委員] 2022 – Present  Article 

Reviewer for Language and Intercultural Communication [Language and Intercultural 

Communication 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for Psychology 

in the Schools [Psychology in the Schools 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article 

Reviewer for Discourse & Society [Discourse & Society 誌応募論文評価委員] 2022 – 

Present Article Reviewer for Study Abroad Research in Second Language Acquisition and 

International Education [Study Abroad Research in Second Language Acquisition and 

International Education 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for 

Computer Applications in Engineering Education [Computer Applications in Engineering 

Education 誌応募論文評価委員] 2022 – Present Article Reviewer for Asia Pacific 

Journal of Education [Asia Pacific Journal of Education 誌応募論文評価委員] 2022 – 

Present Article Reviewer for Journal of Academic Ethics [Journal of Academic Ethics 誌

応募論文評価委員]  

 

【学会・シンポジウム・講演等の発表】 

梅田真理：令和 4 年 9 月 「The blocking effect in the acquisition of Chinese reflexives by 

L1-Japanese learners.」言語科学会第 23 回国際年次大会（共同口頭発表） 令和 4 年 8 月

「The blocking effect in the interpretation of Chinese reflexives by L1 Japanese learners.」

The 31st Conference of the European Second Language Association (EuroSLA 31) （共同

ポスター発表） 令和 4 年 5 月 「Re-examination of the interpretation of L2 Japanese 

reflexives by Chinese L1 learners: Empathy, logophoricity, and the blocking effect.」The 

16th Generative Approaches to Second Language Acquisition Conference (GASLA 16). 

（共同ポスター発表） 令和 4 年 5 月 「L2 acquisition of count syntax in English by 

Japanese and Spanish speakers.」 The 16th Generative Approaches to Second Language 

Acquisition Conference (GASLA 16).（共同ポスター発表） 

小笠原奈保美：令和 5 年 3 月 「効果的な避難呼びかけに関する考察」日本音響学会 2023

年春季研究発表会スペシャルセッション屋外拡声システムの実効性向上に関する最新技

術（招待講演） 

神谷信廣：2022 (令和 4)年 8 月 The role of learners' preferred mode of studying L2 

vocabulary ―Are iconic gestures almighty?― 全国英語教育学会 第 47 回 北海道研究大



会. オンライン. 単独発表 2022 (令和 4)年 8 月 エビデンスベースの英語教育を目指し

て－第二言語習得のメタ分析から見えてくる英語授業の在り方－. 令和 4 年度群馬県高

等学校教育課程研究協議会 (外国語部会). 講師 

N.スネイプ：令和 4 年 9 月 「M. Umeda, M. Hirakawa, K. Suzuki, K. Takeda, M. Fukuda, 

J. Matthews. The blocking effect in the acquisition of Chinese reflexives by L1-Japanese 

learners」 Japan Society for Language Sciences 学会第 23 回全国大会 令和 4 年 9 月

「M. Takakusagi and N. Snape. Acquisition of Japanese particles WA AND GA by heritage 

speakers」European Second Language Association, Fribourg, Switerland 令和 4 年 8 月

「M. Umeda, M. Hirakawa, K. Suzuki, K. Takeda, M. Fukuda, J. Matthews and N. Snape. 

The blocking effect in the interpretation of Chinese reflexives by L1-Japanese learners」

European Second Language Association, Fribourg, Switerland 令和 4 年 5 月 「M. 

Umeda and H. Hosoi. L2 acquisition of count syntax in English by Japanese and Spanish 

speakers」Generative Approaches to Second Language Acquisition, Trondheim, Norway 

令和 4 年 5 月 「M. Umeda, M. Hirakawa, K. Suzuki, M. Fukuda, K. Takeda, J. Matthews. 

Re-examination of the interpretation of L2 Japanese reflexives by Chinese L1 learners: 

Empathy, logophoricity, and the blocking effect 」 Generative Approaches to Second 

Language Acquisition, Trondheim, Norway 

野口和彦：令和 4 年 11 月 「国際政治理論から読み解くロシア・ウクライナ戦争」コンシ

リエンス学会 

原谷直樹：令和 4 年 9 月 「資本主義の不安定性と制度」 制度の哲学的基礎研究会 

令和 4 年 6 月 「経済現象はどこまで主観的に説明すべきなのか：メンガー、ハイエク、

ラッハマン」 経済学方法論フォーラム 

布田朝子：2022 年 12 月 布田朝子「民政移管後の 2011 年から 2020 年までにおけるミ

ャンマー経済：経済成長、公共政策、海外援助」科研費基盤 B 研究会（オンライン） 

M.R.フラヤーミュース：Freiermuth, M. (January 28, 2023). “Right on Hotel! Trust me—

that's the right move” Teaching concepts in English for Travel and Tourism. ThaiTESOL 

2023, Bangkok, Thailand (Ambassador Hotel).   Freiermuth, M. (January 25, 2023). 

Cultural learning: How technology saved the day. Invited guest lecture at Khon Kaen 

University, Khon Kaen, Thailand (hybrid).   Freiermuth, M. (January 25, 2023). 

Academic conference presentations: A step-by-step guide. Invited guest    lecture at 

Khon Kaen University, Khon Kaen, Thailand (hybrid).  Freiermuth, M. (January 10, 

2023). Technology and its effects on cultural exchange. Invited guest lecture at University 

of  Malaya. Kuala Lumpur, Malaysia (virtual).  Freiermuth, M. (November 9-11, 2022). 

Cultural competencies, collaboration, communication and confidence. Can Zoom address 

the five C’s effectively? Invited and featured speaker at the 19th International TELLSI 

Conference. University of Birjand, Iran (hybrid/virtual).  Freiermuth, M. (September 1, 



2022). Academic lectures: A step-by-step journey from start to finish. Invited guest lecture 

at University of Malaya. Kuala Lumpur, Malaysia (hybrid).  Freiermuth, M. (August 27-

29, 2022). The value of English in the tourism industry. Main keynote address at The 25th 

International Joint World Cultural Tourism Conference. Crystal Crown Hotel, Kuala 

Lumpur, Malaysia.  Freiermuth, M. (August 27-29, 2022). “Can you make the turn at 

Bravo?” An airport simulation in an English for travel and tourism classroom. The 25th 

International Joint World Cultural Tourism Conference. Crystal Crown Hotel, Kuala 

Lumpur, Malaysia.  Freiermuth, M. & Tomida, I. (July 8-10, 2022). Breaking good: Zoom 

breakout rooms as cultural connection spaces for Thai learners of JFL. The XXIst CALL 

International Research Conference. Waseda University, Japan (virtual). 

細井洋伸：令和４年 (共同ポスター発表). L2 acquisition of count syntax in English by 

Japanese and Spanish speakers. GASLA Conference. Norwegian University of Science and 

Technology, Trondheim, Norway. 

山岡健次郎：令和４年 10 月 「『地表の権利』を行使する－グローバルな難民移動が作り出

す『境界領域』」 社会思想史学会第 47 回全国大会 

 

【その他】 

野口和彦：単著 「復活したドミノ理論の誘惑と代償」アゴラ言論プラットフォーム 令和

5 年 1 月 25 日 単著 「日米同盟は中国の武力侵攻を抑止できるのか」アゴラ言論プラ

ットフォーム 令和 5 年 1 月 20 日 単著 「核兵器は国際政治をどのように変えたの

か」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 12 月 28 日 単著 「なぜ核兵器を持たな

い国は核武装国に立ち向かうのか」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 12 月 23 日 

単著 「もしもリアリストがワシントンの政策立案者だったならば」アゴラ言論プラット

フォーム 令和 4 年 11 月 23 日 単著 「どのような戦略で中国に対峙すればよいのか」

アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 11 月 11 日 単著 「国際政治の力学」アゴラ

言論プラットフォーム 令和 4 年 11 月 3 日 単著 「核戦争のリスクを甘く見る日本経

済新聞の危険な主張」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 10 月 21 日 単著 「ロ

シア・ウクライナ戦争の行方」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 7 月 15 日 単著 

「ロシア・ウクライナ戦争の出口戦略」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 7 月 15

日 単著 「核戦争のリスクに向き合う」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 7 月

31 日 単著 「ロシア・ウクライナ戦争の言説と国際政治研究」アゴラ言論プラットフ

ォーム 令和 4 年 7 月 31 日 単著 「プーチンを懲罰すればロシア・ウクライナ戦争は

解決するのか」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 7 月 15 日 単著 「最新の戦争

研究からロシア・ウクライナ戦争を考える」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 7 月

6 日 単著 「国際規範は国家を死から守れるのか」アゴラ言論プラットフォーム 令和

4 年 6 月 30 日 単著 「ロシア・ウクライナ戦争において西側がとるべき戦略とは何か」



アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 5 月 29 日 単著 「ロシア・ウクライナ戦争で

覚悟すべきリスクとは何か」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 5 月 22 日 単著 

「ロシア・ウクライナ戦争は『核兵器』の使用にエスカレートするのか」アゴラ言論プラ

ットフォーム 令和 4 年 5 月 12 日 単著 「ロシア・ウクライナ戦争をめぐる『通説』

は本当なのか」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 5 月 3 日 単著 「冷戦後のヨ

ーロッパに『力の真空』は存在していたのか」アゴラ言論プラットフォーム 令和 4 年 4

月 28 日 単著 「ロシア・ウクライナ戦争は『予防戦争』である」アゴラ言論プラット

フォーム 令和 4 年 4 月 26 日 令和 4 年 11 月 18 日 『毎日新聞』「プーチン氏に核を

使わせないために何をすべきか」 令和 4 年 10 月 5 日 『毎日新聞』「リベラルではな

くリアリストならウクライナ戦争は防げた」 令和 4 年 9 月 1 日 『毎日新聞』「妥協な

きロシア・ウクライナ戦争の危険水域」 令和 4 年 8 月 20 日# GUNMA『上毛新聞』

「わたしの見た戦争 ウクライナに重ねて」インタヴュー記事掲載 令和 4 年 8 月 20 日

『上毛新聞』「予防戦争は長引き激化」取材協力およびコメント掲載  

深谷晃彦：令和４年 11 月 12 日～13 日 日本言語学会第 165 回大会（オンライン）参加 

令和４年 11 月 5 日～6 日 日本英語学会第 40 回大会（オンライン）参加 令和４年 10

月 15 日 英語語法文法学会第 30 回記念大会（オンライン）参加 

山岡健次郎：令和５年２月 「豪州ボネギラ移民受け入れ・訓練センターの調査」 

 

群馬学センター・地域日本語教育センター・キャリア支援センター 

【著 書】 

簗瀬大輔：共著 『ミュージアムと地域のステキな関係―地域に発信するミュージアム、そ

して県女―（地域学ブックレット 群馬の歴史と文化遺産 Vol.9』(群馬県立女子大学群馬

学センター、2023 年 10 月) 共著 『関東に「北」はあるのか―「北関東」の成立とそ

の虚実をさぐる―（地域学ブックレット 群馬の歴史と文化遺産 Vol.10』(群馬県立女子

大学群馬学センター、2023 年 10 月) 共著 『館林市史 別巻 館林の里沼』(館林市、

2022 年 8 月)  

 

【論 文】 

簗瀬大輔：単著 「歴史実践としての群馬学」（『群馬学研究・ＫＵＲＵＭＡ』創刊号、2023

年 3 月） 

 

【訳書・教科書・書評等】 

簗瀬大輔：単著 「『小さな歴史』へのまなざし―『大字誌・角渕』を読んでみませんか―」

（『ぐんま史料ネット通信・ＤＡＲＵＭＡ』第２号、2023 年１月） 共著 『月刊・歴史



人』12 月号・「承久の乱」と「その後」の鎌倉幕府（ABC アーク、2022 年 11 月） 単著

「『戦国期利根川語彙』の景観を歩く」（『本郷』NO.160、2022 年 7 月） 共著 『月刊・

歴史人』7 月号・北条義時と 13 人の御家人（ABC アーク、2022 年 6 月） 単著 「黄

金と綿を納めよ―北条氏邦朱印状（飯塚家文書）―」（『ぐんま地域文化』第 58 号、2022

年 4 月） 

 

【学会・シンポジウム・講演等の発表】 

簗瀬大輔：令和 4 年 11 月 12 日 「ぐんま史料ネットと市民・学生―歴史実践としての大

字誌（１）大字誌・角渕プロジェクト―」 地域歴史文化フォーラム新潟「資料

ネット・博物館・文書館と市民学生」（オンライン） 令和 4 年 10 月 7 日 「群馬方式

の予防ネットを目指して―ぐんま史料ネットの歩む道－」 第 108 回全国図書館大会群

馬大会・大会テーマ「本と人が織りなす図書館の未来」第５分科会（専門図書館）（オン

ライン） 令和 4 年 8 月 6 日 「歴史実践としての『大字誌・角渕』の射程」人間文化研

究機構広領域連携型基幹研究プロジェクト「横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新

たな社会の創発を目指して」国文学研究資料館ユニット「人口減少地域におけるアーカイ

ブズと歴史文化の再構築」シンポジウム「地域住民と共有する歴史と文化―大字誌の地平

―」（オンライン） 

楊廷延：2022 年 12 月 18 日 日本韓国研究会 第 4 回研究例会 司会（第四発表） 2022

年 8 月 30 日、9 月 6 日 高崎市国際交流協会「日本語ボランティア養成講座」講師 


